
特定非営利活動法人  会 員 誌 

ふれあいサポート館アトリエ 

         ⇒E-mail fureainpo@gmail.com 
  ⇒ホームページ                         

    http://www.fureai-support.jp/ 

 

8･9 月号 
令和７年 7 月 9 日 

■法  人  事  務  所 ・ ア  ト  リ  エ  TEL 0244(36)5420 

 〒976-0042 相馬市中村字北町１－８     FAX 0244(26)5424                          

●デイサービス友遊(北 町)          TEL 0244(26)5424 

●デイサービス友遊(南飯渕）         TEL 0244(36)3582 

●相馬市中央児童センター(ポニー・ことり) TEL 0244(35)2008 

●飯豊小放課後児童クラブ(ひまわり)   TEL 0244(37)8870 

●日立木小放課後児童クラブ(めだか)   TEL 0244(35)3400 

●磯部小放課後児童クラブ(げんき)    TEL 0244(32)1787 

●八幡小放課後児童クラブ(なのはな）   TEL 0244(26)9011 

●相馬こどものみんなの家        TEL 0244(35)4700 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
未就学児コース おいしいごちそう   低学年コース シャクヤクの絵     高学年コース 春の収穫物       水曜日コース 見つめる・・・

７月第４日曜日は 親子の日    今年の７月第４日曜日は ７月 2７日です。 

 

 ８・９月の活動予定 & 事務連絡 

◎夏休みの特別授業は 裏面をご覧ください。 

◎３泊４日リーダー育成「サマー合宿」は 裏面ご覧ください。

◎２学期は８月２７日（水）２９日（金）より始めます 

◎ご請求は ・８月は月会費のみ   

・９月は月会費に冷暖房協力金 3,000 円 
 

 

 

 

 

 

全体：陶芸教室・葉っぱのお皿作り（信楽白粘土） 

粘土の塊から悪い空気を抜くのに先ずは粘土練り。職人さんは粘土

練り３年といわれている大事な作業。たたきねりで５０回。オニギリ

作ってハンバーグ、ままごと遊びみたいな感覚でお皿の仕上がり。 

 

5 月に植えた稲も、ぐーんと太く伸び、子ども達の成長のように逞しささえ感じる稲に育っています。 

気温の高い真夏日が続いているので、豊作を期待して、秋の収穫が楽しみです。 

機械で植えたよりも皆が手植えで植えた苗が緑濃く太く成長してるようです。夕涼みに田圃までドライブでも・・・どうぞ。 

アトリエでは、毎回子供たちに特別な空間と時間を提供できる９０分の授業を大切に、 

スタッフ一同、一人ひとりに向き合い、学ぶ楽しさを共有してきました。１学期もあっという間に過ぎ、もうすぐ夏休みです。 

長い夏休み、いつもと違う時間の中で普段できないことに挑戦。自ら考え、やる気の芽を伸ばしていきたいものです。 

６・７月のかいがぞうけいきょうしつでは… 

未就学児：おいしいごちそう・目玉焼き・イチゴ・ドーナツ  

めだまやき・ドーナツ・あまーいイチゴ、ごちそうがいっぱい。初めて作

った目玉焼きおいしかったね。 絵具を使ってごちそうの再現。驚くほど真

剣に集中し、楽しかった～と、満足げな笑顔を見せパーティーの始まり・・・ 

 小学１・２年生：シャクヤクの絵（混色練習）  

 きれいなシャクヤクの花を観察し、そのきれいさを描きました。その花を

型にして、大きい画用紙にたくさん咲かせました。混色の練習をしながら、

筆やパレットの使い方の再確認。葉っぱの色もレモン・黄・青色で作ったよ。 

小学 4 年生～：春の収穫（油絵） 

パスで下描きをして「ねぎ坊主」を青、黄、レモン、白などで混色をしな

がら、初めての油絵に挑戦しました。また、継続の子は、自分で選んだモチ

ーフで、旬の野菜や花を画面いっぱいに、生き生きと描いておりました。 

 中学生以上～：観察描写・油絵  

採りたての旬の野菜や食物を観察描写。鉛筆デッサンして彩色。大作に挑

戦する人も・・・それぞれ思い思いに構図を考え、描き込み、自分の世界を

描いていきお互い教え合い意見する姿など大人に成長した皆さんに感動。 

 

 

親 子 の 日 

            「親子の日」おやこのひは、米国人写真家ブルース・オズボーンさんが主催する親子の日普及推進委員会が中心と

なって、2003 年より提唱・普及を行なっている記念日です。７月の第４日曜日を「親子の日」と定め、「親と子」

の関係を見つめながら、家族、地域、社会、平和を願うきっかけづくりを提案しています。 

 3５年間にわたって、親子の写真を撮り続けてきた写真家のブルース・オズボーンさんは、2011 年の東日本大震災直後、じっと

していられずカメラを持って東北各地を訪ねました。相馬絵画研究所の元アシスタントリーダーでデザイナーの佐藤仁さんの紹介で、

アトリエに滞在し相馬市の親子を撮っていただき、癒していただきました。多くの家族と出会い、レンズ越しに見つめた数々の親子

の姿。私たちは、被害が運んできた深い悲しみに負けないで欲しいという思いを込めて、オズボーンさんが撮影した写真の数々から、

忘れてはならない大切なもの、私たちに力を与えてくれるもの、そして、決して風化しない真実を、今も受け止めることができます。

その時の写真集がアトリエにおいてあります。ギャラリーでご自由にご覧ください。 

  

 

会費、他の自動振込みの引き落しが５日と再引落しが１５

日となっておりましたが、８月からは５日のみの引落しと

なりますので、ご確認のうえ、４日までにご入金ください。 

    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏の特別授業 ようこそ先輩 夏 休 み の 思 い 出 作 ろ う！ 

夏休みの思い出作りに、夏休みの絵や工作の宿題に、アートで遊びながら先輩と感動体験をしましょう！ 

６０年目の今年度、卒業生や地元相馬高校・相馬総合高校・原町高校と仙台の東北生活文化大高校の美術部のみなさんと交流。             

● 日 時  ８月９日（土） 未就学児     9 時～12 時 

        小 学 生    14 時～17 時 

中学生以上  13 時～17 時 

● 場 所  北 町 ア ト リ エ 

※ 持参物は水筒  ※活動しやすく汚れてもよい服装で参加ください。 

                       特別メニュー・手作りおやつも用意してみんなの参加をお待ちしています。 

                   

 
 

 

 

子 ど も 達 の 成 長 

毎週金曜日、アトリエにはかわいいお友達が大集合！！ 

元気いっぱいな声が響き渡り、一気ににぎやかになる。 

スタッフ、おじいさん・おばあさんは、いつもわくわく楽しみに

待っています。 

 
人間の脳には育つ順番があり、 

1. からだの脳（生きるために欠かせない機能を担う） 

2. おりこうさんの脳（勉強やスポーツに関わる） 

3. 心の脳（人らしい想像力や判断力を司る） 

の順番にバランス良く育つことが大事だそうです。、土台ができ

ない状態でおりこうさんの脳を育ててしまうと、後にバランスを

崩してしまい色々な精神的なリスクなどが出てくることがある

といわれています。 

 

情報の飛び交う現代の環境の中で、ついつい早期教育に力を入

れて、詰め込み式に頭でっかちしまいがち・・・ 

子ども達と接する大人は、子ども達が子どもらしくのびのびと土

台作りができるよう、あせらずゆったりとした大きな気持ちで見

守ってあげられるといいですね。 

 

制作が終わって帰るまでのひと時、アトリエの庭では、鬼ごっ

こをしたり、たけのことりをしたり、ダンゴ虫捕りをしたりと、

思い思いの遊びに夢中になっているこどもたち・・・ 

これからもお友達といっぱいあそびましょう！  

（記 水野友美子） 

  

 

画業 70 年記念 渡辺 雄彦 展 開催中！ 

当法人の理事・顧問の渡辺雄彦先生の展覧会が宮城県仙台市に

あるカメイ美術館にて行われております。 

卒寿（９０歳）を超えてもなお 

精力的に制作活動を続けています。 

長年研究しておられる静物画の大作 

や新境地に挑んだ相馬野馬追の作品等 

見どころ満載です。いまだに静物画の 

研究を続けている雄彦先生、すごいね！ 

是非行って見てください。 

開催期間 ２０２５年５月２０日－２０２５年７月２７日(日) 

＠カメイ美術館（仙台市青葉区五橋一丁目 1-23） 

 

戦 後 ８ ０ 年 を 迎 え て 

NHK 連続ドラマ「あんぱん」を毎回楽しみにしてみています。

「アンパンマン」はどうやって誕生したか 

を知りたくて見始めました。時代は昭和初 

期から戦後にかけて。ドラマを通して戦争 

や貧困、差別といった社会問題にも触れ、 

登場人物の葛藤や成長も描かれている中で 

毎回いろいろ考えさせられます。 

以前、県立美術館に行った時のことです。常設展などで展示にさ

れている絵画を観ると、戦時中に描かれた絵画は暗く、全体が重苦

しい色調になっていることや国威発揚は、軍歌だけでなく戦車や戦

闘機が勇ましく描かれた絵画もあったことを思い出しました。戦時

中に絵を描くためには、そんな絵しかテーマにできなかった画家の

苦悩も伝わってきます。 

ここ数年、図工の授業で気になっていることがあります。例えば、

４年生の工作「ドリームカー」で、戦車を作る子が少しずつ増えて

きていることです。「かっこいいから」「悪い国をやっつける」と

言っていたので、「人を殺す車がドリームカーなのかな」と、伝え

ました。あるいは、６年生「墨と水から広がる世界」では、偶然に

できた線やはじいた跡から想像して絵に表す学習ですが、墨を血し

ぶきに見立て想像して「空襲」や「戦争」という題名にしてくる子

達もいました。 

今年は戦後８０年。そして、８月１５日は終戦記念日であり、私

の６６才の誕生日でもあります。子どもたちが、「戦争」を美化し

たり、憧れたりしない世の中になることを願うばかりです。                                

（記 遠藤裕子） 

相馬市青少年健全育成市民会議･団体活動奨励事業 

３泊４日リーダー育成「サマー合宿」   
〈主 催〉元気クラブ 

〈後 援〉相馬市教育委員会・NPO 法人ふれあいサポート館アトリエ 

 昨年度に引き続き、絵画ぞうけいきょうしつの卒業生が中心となり 

夏休みを利用して３泊４日リーダー育成「サマー合宿」を企画しました。 

日 時 ８月１０日（日）１５時集合～１３日（水）１５時解散 

場 所 ふれあいサポート館アトリエ（北町） 

対 象 小学３年生以上 （定員１２名） 

※詳しくは前にお渡ししました別紙ご案内をご覧ください。 

 

おてんのはん（小泉八坂神社）のおよごもり祭 に、小学生以上コースが描いた個性豊かな絵のお燈明を奉納しました！ 

７月１２日(土)１０時～７月１３日(日)朝７時まで。 ７月１２日(土)１８時～２２時の間、お燈明に明りが灯ります。 

 

 


